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健康・栄養調査システムの概要について 

 

髙山裕子  髙階光榮 
 

 

食生活をより良いものにするための公衆栄養活動において，栄養アセスメントの重要性が強調され

ようになった。当センターの健康・栄養調査システムは，食事調査の結果を入力し，個人の栄養成績

を算出することを基本としたシステムである。食事調査と併せて健康調査（体格，検査値，身体活動

量）や生活状況，食生活状況のアンケート調査などのデータと連結して管理することによって，対象

者への栄養指導や研究のための資料を作成することができる。今回，当センターのシステム更新に伴

い，5 訂増補日本標準食品成分表と 2005 年版日本人の食事摂取基準に対応したシステムを構築した。 
 

1. はじめに 

人々の食生活を改善することは，病気の予防

や治療に重要なことである。そのためには対象

者の食生活を正しく知ることが必要である。

2008 年 4 月からメタボリックシンドローム予防

を目的とした特定健康診査・特定保健指導が始

まったが，この保健指導においても栄養アセス

メントの重要性が強調されている。対象者の栄

養アセスメント，モニタリングにおいては，食

事調査から栄養素摂取量や食品分類別摂取量を

把握することは必須である。食事調査の特徴の

1 つに，収集や測定により直接得られる一次デ

ータよりも加工して得られる二次データが大切

であるということがある。すなわち一次データ

で得られる食品の摂取量を加工して栄養素の摂

取量である二次データにする必要がある。また，

栄養学研究において，食事調査は研究の基礎と

なるものであり，その質は研究結果を大きく左

右するため，多人数の調査データの管理や処理

を行う場合，栄養価計算ソフトは不可欠である。

当センターの健康・栄養調査システムは，食事

調査の結果を入力することによって，個人の栄

養成績を算出することを基本としたシステムで

ある。そして，食事調査と併せて健康調査（体

格，検査値，身体活動量など）や生活状況，食

生活状況などのアンケート調査などのデータと

連結して管理することによって，対象者への栄

養指導や研究のための資料作成することができ

る。また，当センターには，秋田県の地域的特

徴のある食品や料理の栄養成分 1-3)に関する問

い合わせが多く，こうしたニーズに対応するた

めに，本システムは食品や料理の栄養成分デー

タベースとしての役割も大きい。今回，これま

でのシステム更新に伴い，5 訂増補日本標準食

品成分表 4)と 2005 年版日本人の食事摂取基準 5)

に対応したシステムを構築したので，その概要

について報告する。 
 

2. システム概要 

2.1 使用目的 

一般的な健康・栄養調査の流れを図１に示し

た。健康・栄養調査システムは，健康調査，栄

養調査業務に関して，データ入力，栄養価計算，

結果の出力とデータ管理を行うことを目的とし

ている。そして，出力された栄養成績を基に，

栄養指導，調査結果解析のための資料を作成す

ることができる。 

 
 

2.2 システムの機能 

 本システムは，基本的な栄養価計算機能につ

いては(株)コーエイコンピュータサービス社の

「食のすすめ」を用い，カスタマイズ機能を追

加して作成した。システムは調査結果登録，栄

養指導（調査）記録，印刷，マスタデータ，作

成，統計解析からなり，各機能は図 2 のとおり

である。
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図 1 健康・栄養調査の流れ 

- 24 - 



秋田県健康環境センター年報 第3 号 2007 

健
　
康
　
・
　
栄
　
養
　
調
　
査
　
シ
　
ス
　
テ
　
ム

栄養素摂取量、食品分類別摂取量の集計統計分析 調査結果の集計

アセスメント作成 対象者に行うアセスメントの作成

作成

献立データの作成／編集
（献立データ…料理データを複数組み合わせたセットメニュー）

献立カード作成

対象者に行うアンケートの作成
点数方式と栄養計算方式の作成が可能

マスタデータ

栄養指導（調査）記録

調査結果登録

印刷

食品分類一覧印刷 食品分類データの一覧印刷／CSV出力

アンケート作成

料理カード作成 料理データの作成／編集

食品選択時に調理コードを選択し食品、または重量の変換を実
行重量変化機能

食品データの一覧／登録食品一覧

基準登録

料理データ印刷 料理データの一覧印刷／CSV出力

食品データ印刷 食品データの一覧印刷／CSV出力

対比表印刷 記録献立と理想献立の対比表の印刷

摂取栄養状況印刷 平均摂取栄養状況の印刷

検査履歴印刷 検査履歴とグラフの印刷

ヘルスシート印刷 基本情報と栄養価、グラフ、コメント等の印刷

対象者情報印刷 対象者の基本情報の印刷

献立内容印刷 食事調査日の一覧の献立内容の印刷

検査値データの登録

使用薬剤登録 使用している薬剤、サプリメント等を登録

アンケート調査 個人ごとにアンケート調査データの登録

指導状況の一覧確認／印刷（指導済の一覧）

対象者名簿の一覧確認／検索／印刷／CSV出力
個人ごとの指導と指導履歴

対象者登録

アセスメント調査 個人ごとにアセスメント調査データの登録

食事調査のデータを登録
記録献立／理想献立／モデル献立の登録が可能

食事調査

１日の生活内容を登録することで身体活動レベルと
消費エネルギーの算出が可能

身体活動レベル登録

検査値登録

2005年版日本人の食事摂取基準と食品構成基準の登録
食種別や病態別、年齢別の登録が可能

予約状況の一覧・カレンダー型画面での確認／印刷
予約画面からの指導が可能

予約一覧確認

医薬品登録 医薬品やサプリメントのリストの登録

検査項目一覧 検査項目と基準値の登録

食品分解機能 加工食品等を各食品に分解して栄養計算を実行

指導一覧確認

動作強度登録 身体活動レベルの判定時に使用するリストと動作強度の登録

検査分類登録 検査項目のリストを作成

食品分類一覧 食品分類の一覧

 
 

図 2 健康・栄養調査システムの機能 
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2.3 システムの主な特徴 

① 入力作業の軽減と作業効率の向上 
 本システムの入力画面の例を図 3，図 4 に示

した。操作は簡単であり，マニュアルを見なく

ても画面により入力作業ができる。特に，これ

まで入力作業量が多く，時間のかかっていた食

事調査の摂取食品の入力については，食品検索

機能や，食品重量の目安量入力，また，料理の

展開機能を使った一括で入力などにより作業を

大幅に軽減することができた。 
② 食品成分表データベース 
 食品成分表は，5 訂増補日本標準食品成分表

食品(1878 食品)4)を収載した。新たに食品登録で

きる編集機能を搭載し，加工食品，冷凍食品な

どの市販食品 6)の登録をしている。また，これ

までのシステムに登録されていた秋田県の特徴

的な食品や，過去の当センター分析の食品など

も登録している。登録食品は，検索機能を使っ

て簡単に確認できる。 
③ 加工食品の分解機能 
 加工食品・冷凍食品等を使用する場合，食品

の中身を分解して，各食品にして計算する。例

えば，冷凍野菜ハンバーグは，栄養価は加工食

品の栄養価で計算するが，構成の食品摂取量は

にんじん，豚肉，牛肉，卵，たまねぎに分解し，

その重量(g)で計算する。 
④ 料理・献立データベース 
 料理データベースの画面を図 5 に示した。 

料理は，主食，おかず，生物他，デザート主菜，

副菜，和え物，汁物など種別に分類して登録し

ている。料理は，料理名，料理種別，使用食品，

調理法などから検索できる。料理の組み合わせ

による献立の登録もできる。 
⑤ 調理による重量変化・食品の読替機能 
 国民健康・栄養調査と同様に栄養価計算の際

に調理による栄養成分変化を考慮した。栄養素

等摂取量は，調理後（ゆで，油炒め等）の 5 訂

成分表に成分値が収載されている食品はこれを

用いた。その他の食品は，調理による重量変化

率を加味して，食品の読替えを行い算出した。 
⑥ 2005 年版日本人の食事摂取基準に対応 
 栄養素等摂取量に用いる基準は 2005 年版日

本人の食事摂取基準に準拠し，性別・年齢別に

基準値を計算している。この基準では，これま

での評価法である充足率を用いることは望まし

くないとしている 7)が，適切な評価法は確立さ

れていない。このため，栄養素の評価は，エネ

ルギーは推定平均エネルギー量，各栄養素は推

奨量，目安量，目標量，上限量からそれぞれの

栄養素において適当な基準値を用いてその範囲

を示し，さらに現段階では従来の充足率の計算

機能も残した。評価方法については，今後の検

討課題であり，2009 年度中に発表される次回基

準に併せてシステムの変更を行う予定である。 
⑦ 栄養素等摂取量，食品分類別摂取量の算出 
 個人ごとの栄養素等摂取量，食品分類別摂取

量算出結果は，食事別に算出する。食品分類は

基本ソフトに搭載している分類の他に，当セン

ターが指定した 5 種類の分類で算出できる。こ

の機能によって，国民健康・栄養調査と同様の

食品分類による集計や，細かな分類（126 分類）

ごとの摂取量の詳細な集計ができる。栄養価計

算結果は，成分表のすべての栄養素について，

その摂取量を随時確認でき，食品・一品・一食

・1 日・期間平均ごとに，それぞれ集計できる。 
⑧ 結果印刷とファイル出力 
 結果印刷の例を図 6 に示した。各結果及び一

覧表の出力は帳票印刷と CSVファイル出力が可

能である。これまでのシステムでは，ファイル

出力できるものが限定されていたが，今回の更

新ではファイル出力機能を充実させた。したが

って，調査結果やマスタデータから必要に応じ

てファイル出力し，統計専用の SAS システムに

出力することや Excel や Access などの汎用性の

高いソフトを活用した独自の結果票の作成など

自由に加工・編集が可能となり応用範囲が大幅

に広がった。 
⑨ 対象者管理 
 個人別にデータを管理し，過去の情報を活か

しながら，調査データを管理することができる。

また，食事調査結果は健康調査やアンケート調

査などの結果と連結しているので，栄養指導，

結果の解析に活用できる。 
⑩ 個人情報の管理 
 個人識別情報の入った調査データは PC サー

バ内で管理する。システムは PC サーバ 1 台と

PC クライアント 2 台から構成されていて，イン

ターネットを介したデータ流出を防ぐため，外

部 LAN 接続されていない。システムへのアクセ

スはパスワードによって管理している。 
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図 3 入力画面（個人情報入力） 

 

 

図 4 入力画面（食事調査） 
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図 5 料理データベース 

  

図 6 出力帳票（調査結果） 
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・料理データベース機

能を備えた公衆栄養活動と研究において活用範

囲の広いものである

 

1 一郎 :秋田地方における山菜の

栄養成分について ,秋田県衛生科学研究所

2
, 秋 田 県 衛 生 科 学 研 究 所

3

－ ,秋田県衛生科学

4 分

5 労働省:2005 年版日本人の食事摂取基準, 

6 販加

7 本栄養改善学会 :食事

調査マニュアル,南山堂 
 

3. おわりに 

人々の食生活や栄養状態をより良いものにす

るための公衆栄養活動において，栄養アセスメ

ントの重要性が強調されるようになってきてい

る。今回，構築した健康・栄養調査システムは，

個人の食事調査結果から栄養成績を算出するこ

とを基本としたシステムであるが，栄養調査，

指導に活用するだけでなく，栄養情報の管理に

よる業務の効率化，食品

。 
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